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８
月
２
８
日
鳥
栖
市
サ
ン
メ

ッ
セ
鳥
栖
で
第
３
７
回
九
州
本

部
定
期
大
会
を
、
コ
ロ
ナ
禍
と

い
う
厳
し
い
状
況
で
あ
る
が
、

今
後
の
運
動
の
構
築
と
団
結
強

化
、
組
織
拡
大
に
向
け
、
全
組

合
員
が
結
集
す
る
た
め
に
開
催

し
た
。

大
会
は
、
古
賀
副
委
員
長

「
赤
字
を
理
由
に
、
経
費
節
減

の
名
の
も
と
に
、
人
員
削
減
で

権
利
と
生
活
が
奪
わ
れ
て
い
る

ま
た
、
お
客
様
へ
の
安
全
と

サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
て
い
る
。

申
し
入
れ
を
行
い
改
善
を
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
の
開

催
挨
拶
で
は
じ
ま
り
、
議
長
に

博
多
地
区
本
部
の
佐
藤
代
議
員

を
選
出
し
大
会
を
進
行
し
た
。

は
じ
め
に
、
千
々
岩
委
員
長

よ
り
、
①
組
織
拡
大
②
自
然
災

害
③
労
働
条
件
改
善
④
政
治
活

動
に
つ
い
て
、
全
力
で
九
州
本

部
は
取
組
む
決
意
の
挨
拶
が
な

さ
れ
た
。

大
会
は
、
経
過
報
告
・
決
算

報
告
・
運
動
方
針
案
・
予
算
案

の
提
起
が
行
わ
れ
、
７
名
の
質

疑
の
後
、
岩
元
書
記
長
の
集
約

後
に
承
認
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
新
役
員
選
出
、
大

会
宣
言
案
承
認
、
最
後
に
、

千
々
岩
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
で
閉
会
し
た
。

＊

岩
元
書
記
長
は
、
本
部
書

記
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

九
州
の
場
か
ら
、
皆
で
支

え
ま
し
ょ
う
。

改
正
後
交
渉
で
は
、
基
本
項

目
が
５
項
目
、
鹿
児
島
乗
務
セ

ン
タ
ー
車
掌
が
、
空
転
対
策
・

伐
採
、
行
路
変
更
、
新
幹
線
特

改
の
中
止
等
４
項
目
、
運
転
士

が
、
行
路
変
更
等
２
項
目
、
宮

崎
乗
務
セ
ン
タ
ー
が
行
路
変
更

等
２
項
目
を
行
い
具
体
的
対
策

と
変
更
を
求
め
た
。

会
社
か

ら
は
、
伐
採
等
に
つ
い
て
は
計

画
的
に
行
う
。
行
路
等
に
つ
い

て
は
勉
強
を
し
て
い
く
と
の
回

答
で
あ
っ
た
。

職
場
要
求
に
つ
い
て
は
、
鹿

児
島
乗
務
セ
タ
ー
が
乗
泊
へ
の

冷
蔵
庫
の
設
置
、
ス
マ
ー
ト
デ

バ
イ
ス
充
電
設
備
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
使
用
の
３
項
目
、
宮
崎

乗
務
セ
ン
タ
ー
は
、
ス
マ
ー
ト

デ
バ
イ
ス
充
電
設
備
、
車
両
へ

の
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
剤
設
置
の

２
項
目
テ
レ
ビ
設
置
に
つ
い
て

２
項
目
を
突
き
付
け
た

ス
マ

ー
ト
デ
バ
イ
ス
充
電
設
備
に
つ

い
て
は
、
延
岡
乗
泊
、
鹿
児
島

中
央
駅
休
憩
室
を
確
認
し
た
が

他
に
つ
い
て
は
改
善
を
図
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。

テ
レ
ビ
設
置
に
つ
い
て
は
、

福
利
厚
生
に
は
、
法
定
内
と
法

定
が
が
あ
り
、
テ
レ
ビ
は
、
法

定
外
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
既
成

事
実
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
こ

と
で
あ
り
、
経
費
節
減
で
撤
去

す
る
こ
と
は
お
か
し
い
と
追
及

し
た
。

テ
レ
ビ
設
置
に
つ
い
て
は
、

乗
務
員
の
特
殊
業
務
を
考
慮
し

て
、
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
検
討
し

再
度
会
社
へ
要
求
す
る
よ
う
九

州
本
部
に
お
願
い
す
る
。

８
月
２
５
日
は
、
「
入
換
業

務
の
移
管
に
つ
い
て
」
５
項
目

あ
げ
交
渉
し
、
移
管
の
理
由
が

明
ら
か
で
な
い
し
、
移
管
に
よ

る
改
善
等
も
明
確
に
な
っ
て
な

い
。
ま
た
、
関
連
会
社
の
社
員

の
雇
用
を
奪
う
も
の
で
あ
り
問

題
が
あ
る
と
追
及
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
組
織

の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
時

期
に
来
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
宮
崎
分
会
は
２
名
、
鹿
児

島
分
１
４
名
で
す
。
全
員
６
０

歳
以
上
と
い
う
状
況
で
あ
る
こ

と
だ
け
を
述
べ
て
、
発
言
と
し

ま
す
。
鹿
児
島
地
区
本
部
も
皆

さ
ん
と
共
に
頑
張
り
ま
す
。

交
渉
を
強
化
し
、

労
働
条
件
の
改
善
を
！

鹿
児
島
地
区
本
部
の
丸
山
で

す
。
地
区
本
部
と
し
て
、
具
体

的
運
動
や
行
動
が
展
開
出
来
て

ま
せ
ん
が
、
交
渉
の
経
過
と
組

織
に
つ
い
て
発
言
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

６
月
４
日
に
「
運
転
関
係
業

務
の
効
率
化
に
つ
い
て
」
５
項

目
の
要
求
を
行
っ
た
。
ご
存
じ

の
よ
う
に
、
再
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
見
直
し
と
ス
マ
ー
ト
デ
バ

イ
ス
の
活
用
に
よ
り
、
指
導
の

削
減
を
お
こ
な
う
も
の
で
あ
っ

た
。
地
区
本
部
と
し
て
は
、
運

転
事
故
教
育
の
期
間
等
に
明
確

な
基
準
を
示
す
べ
き
で
あ
り
、

「
報
告
を
‥
事
象
」
の
現
場
長

の
判
断
に
つ
い
て
も
明
確
な
も

の
が
な
い
と
社
員
も
不
安
で
あ

る
こ
と
、
デ
バ
イ
ス
の
活
用
で

も
、
他
に
乗
務
指
導
、
訓
練
な

ど
業
務
が
多
く
あ
り
、
削
減
に

よ
り
指
導
の
負
担
は
増
大
す
る

こ
と
と
な
る
の
で
撤
回
さ
れ
た

い
と
求
め
た
。

回
答
に
つ
い
て
納
得
で
き
な

い
こ
と
か
ら
、
締
結
は
し
な
か

っ
た

７
月
１
６
日
に
は
、
ダ

イ
ヤ
改
正
後
、
職
場
環
境
に
つ

い
て
交
渉
を
行
っ
た
。

集約される岩元書記長


